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「是非お伝えしたい！子どもの起立性調節障害について
ー病態・診断の理解から、家庭・学校での対応までー」

講師：昭和大学保健管理センターセンター長/教授 田中大介 先生

起立性調節障害は小学生の5％、中学生の10％に発症する自律神経系の疾患です。午前中に立ちく
らみや頭痛、倦怠感などの体調不良を認め、朝起きられなくなります。一方、午後・夕方には調子
が良くなるため、怠けやサボリと誤解されやすく、また、学校に行きたくても行けなくなることも
多く、自尊感情の低下に繋がり、周囲の理解とサポートは必須です。多くは高校生の頃から良くな
りますが、進路など種々の決断を迫られることもあります。是非、本症を理解し、皆で彼らの味方
になり、「あせらず、あきらめず、愛情を注ぐ」ことを願います。

「学校保健集団検診事業の結果」

講師：公益財団法人ちば県民保健予防財団

常務理事兼総合健診センター副センター長 角南祐子

講演2

「コロナ禍におけるいじめへの対応」

講師：一般財団法人いじめから子供を守ろうネットワーク

代表 井澤一明 先生

新型コロナが蔓延して学校関係者、先生方は大変な毎日をおくられているかと思います。
いじめ問題としては2012年に大津市のいじめ事件が大きく取り上げられてから10年近く経ちます。
その中で文科省から出ている姿勢は大きく変わってきています。
今回は被害者側の立場から見た変化と、いじめが解決の事例とともに、
先生方にお願いしたい子供たちのケアについて述べていきたいと思います。

講演1

報告

お問い合わせ

公益財団法人ちば県民保健予防財団調査研究部企画広報課
〒261-0002 千葉市美浜区新港32番地14
TEL：043-246-8606

こちらからも

お申込できます! ちば県民保健予防財団 🔍

当財団ホームページの「財団からのお知らせ」
にあります「サマーセミナーのご案内」を
ご覧ください。

✉ お申込み後に送信されるメールに記載されているアドレスからセミナー動画をご視聴ください。


